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　不定詞の基本３用法について復習しておきましょう。中学校で学習したものがほとんど
です。高校英語での事項にも触れておきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ（不定詞）
⑴　名詞的用法
　⒜
 Ｔｏ　ｐｌａｙ　ｔｈｅ　ｐｉａｎｏ
 ｉｓ　ｉｎｔｅｒｅｓｔｉｎｇ．（主語）　

　⒝Ｍｙ　ｈｏｂｂｙ　ｉｓ
 ｔｏ　ｐｌａｙ　ｔｈｅ　ｐｉａｎｏ
 ．（補語）

　⒞Ｉ　ｗａｎｔ
 ｔｏ　ｐｌａｙ　ｔｈｅ　ｐｉａｎｏ





 ．（他動詞の目的語）

⑵　形容詞的用法
　形容詞的用法の不定詞は左側の名詞，代名詞を修飾する働きがあります。働きによって
以下の３つに分類することができます。　
　⒟Ｈｅ　ｗａｓ　ｔｈｅ　ｆｉｒｓｔ　ｍａｎ　ｔｏ　ｃｌｉｍｂ　Ｍｔ．Ｆｕｊｉ．
　　（ＡがＢの主語）
 　Ａ　　　　　　　　　Ｂ






　⒠Ｈｅ　ｈａｓ　ａ　ｌａｒｇｅ　ｆａｍｉｌｙ　ｔｏ　ｓｕｐｐｏｒｔ（養う）．
　　（ＡがＢの目的語）
 　Ａ　　　　　　Ｂ
 （彼には養うべき大家族がある）





　⒡Ｉ　ｈａｖｅ　ｎｏ　ｔｉｍｅ　ｔｏ　ｗａｔｃｈ　ＴＶ．
　　（ＡとＢは同格）
 Ａ　　　Ｂ
 　（テレビを見る時間がない）





⑶　副詞的用法
　●副詞の修飾するものは，動詞・形容詞・副詞・文です。
　不定詞の３つの用法の中で一番注意しなければならないのが，この「副詞的用法」の不
定詞なのです。なぜでしょうか。それは，更に細かい意味があるからです。中学生で登場
してきた意味は次の２つ（①と②）です（③は高校英語の範囲）。
　①「目的」を表す（～するために）
　⒢Ｉ　ｗｅｎｔ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｌｉｂｒａｒｙ　ｔｏ　ｂｏｒｒｏｗ　ｂｏｏｋｓ．



　②「原因」を表す（～して，～なので）
　⒣Ｉ　ａｍ　ｇｌａｄ　ｔｏ　ｍｅｅｔ　ｙｏｕ．



　③「判断の根拠」を表す（～するとは，～するなんて）　
　⒤Ｈｅ　ｍｕｓｔ　ｂｅ　ｗｉｓｅ　ｔｏ　ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄ　ｔｈｅ　ｂｏｏｋ．
　　（彼はその本を理解するとは
　　　賢いに違いない）











　　●この場合のｍｕｓｔは「～に違いない」という強い意味を表します。彼のことにつ
　　　いて，かなり強い判断をしたわけですが，その根拠となるものを不定詞で続けてゆ
　　　きます。次の例も同様の意味で用いられています。
　⒥Ｈｅ　ｃａｎｎｏｔ　ｂｅ　ａ　ｇｅｎｔｌｅｍａｎ　ｔｏ　ｄｏ　ｔｈａｔ．
　　　（彼はそんなことをするなんて，紳士のはずがない）注：cannot～は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「～のはずがない」の意味。
⑷　不定詞の否定
　不定詞全般を否定するための形として，ｎｏｔを用いることがあります。強く否定する
場合にはｎｅｖｅｒを用います。大切なことは位置関係です。次のように不定詞の直前に
用いるのです。
 ｎｏｔ（ｎｅｖｅｒ）
 ＋
 ｔｏ　原形


　⒦Ｉ　ｔｒｉｅｄ　ｎｏｔ　ｔｏ　ｅａｔ　ｔｏｏ　ｍｕｃｈ．
　　　（食べすぎないように努めた）
ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）
●ＨＥＬＰの使い方
　Ｈｅｌｐは中学校時代には⒜のように「～を助ける，～を手伝う」という意味で登場し
ました。
　⒜　Ｉ　ｗｉｌｌ　ｈｅｌｐ　ｙｏｕ．
　同じ意味で異なる使い方を覚えておきましょう。
　⒝　Ｃｏｕｌｄ　ｙｏｕ　ｈｅｌｐ　ｍｅ　ｗｉｔｈ　ｍｙ　ｈｏｍｅｗｏｒｋ　？
　　（私の宿題を手伝っていただけませんか）
　　「ｈｅｌｐ＋人＋〔手伝って欲しいこと〕」で「人の～を手伝う」の意味。
　⒞　Ｃｏｕｌｄ　ｙｏｕ　ｈｅｌｐ　ｍｅ　ｔｏ　ｄｏ　ｍｙ　ｈｏｍｅｗｏｒｋ　？
　　（私が宿題をするのを手伝っていただけませんか）
　　「ｈｅｌｐ＋人＋ｔｏ＋動詞の原形」で「人が～するのを手伝う」の意味。
　　●ｔｏ　ｄｏのｔｏが省略される場合もあります（⇨⒞’）。
　⒞’Ｃｏｕｌｄ　ｙｏｕ　ｈｅｌｐ　ｍｅ　ｄｏ　ｍｙ　ｈｏｍｅｗｏｒｋ　？
